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ジュニア京都観光大使が京焼・清水焼を体験！

～市長と地域との対話「おむすびミーティング」から，

地域の協力で子どもたちの学びの機会が実現！～

記

１ 体験内容 京焼・清水焼手びねり体験（オリジナル作品を製作）

協力 清水焼団地協同組合（理事長 小山 好弘）

２ 日 時 平成２１年３月８日（日）１０：００～１２：００

３ 場 所 丈夫窯（電話 ５９２－５４７９

山科区清水焼団地町１０－２ 裏面地図参照）

※ 駐車スペースは清水焼団地会館（裏面参照）

４ 体 験 者 ジュニア京都観光大使 青谷
あ お た に

行人
ゆ き ひ と

（京都市立四条中学校２年）

ジュニア京都観光大使 八木
や ぎ

明
あ き

大
ひ ろ

（東山中学校１年）

ジュニア京都観光大使 成井
な る い

陽
は る

菜
な

（京都市立御所南小学校６年）

ジュニア京都検定名人 若干名

５ タイムスケジュール

１０：００～ 挨拶・説明 （指導 伝統工芸士 加藤 丈夫氏）

１０：２０～ 工房見学・製作

１２：００ 終了（予定）

６ その他
当日の体験活動の様子を「みやこ子ども土曜塾」のホームページ

（http://www.doyo-juku.com/）等にて，紹介するなど，学びの機会の拡大に取
り組みます。

＜参考＞ 「おむすびミーティング」とは

市長自らが，市民活動の場や市民の皆様と行政が協働して実施するイベントな

どの中に飛び込み，市民の皆様の願いや要望に直接耳を傾けるとともに，未来の

京都を共に語り合うもの。（平成２０年５月３１日から２１年２月２８日までに１２回開催。）

第７回は，京焼・清水焼に触れることのできる「第９回楽陶祭」の開催に合わ

せて，実行委員会の京都橘大学教員・学生や清水焼団地協同組合関係者と，伝統

産業の魅力の発信や，大学と地域の連携などについて意見交換を行った。

様々な京都の伝統文化や伝統工芸を体験して小中学生や保護者向け冊子で紹介してきた

「ジュニア京都観光大使」（ジュニア京都検定名人コース受検者から任命）が清水焼団地の

「丈夫窯」様の御協力により，京焼・清水焼手びねりを体験しますのでお知らせします。

この企画は，第７回「おむすびミーティング」（平成 20 年 10 月 18 日）における市長と

清水焼団地の皆様との対話の中で，地域による子どもたちの学びの機会を創出していくこ

ととなり実現したものです。



(参考)
「歴史都市・京都から学ぶジュニア日本文化検定」概要

１ 通 称 ジュニア京都検定

２ 実施趣旨等

（1）京都のまちに息づく優れた文化を守り，次代へ継承していく子どもたちを育んでいくため，
子どもたちが体験や学習を通して，京都ならでは文化・伝統産業・観光などへ興味や関心
をさらに深める機会として「歴史都市・京都から学ぶジュニア日本文化検定」を実施

（2）検定事業実施にあたり，京都市小学校社会科教育研究会等の協力のもと発行された「歴史
都市・京都から学ぶジュニア日本文化検定テキストブック」については，市立小学校４年
生～中学校３年生までの児童・生徒に無料配布しており，家庭学習や学校の授業等で活用
されている。

３ ジュニア京都観光大使

(1) ジュニア京都検定名人コースを受検し名人に認定された方の中から特に優れた方を任命
（名人３４名，大使３名）

(2) 現在3名が活躍中。任期は1年間。（現在の大使は平成21年 7月 26日まで）
京都の子どもたちを代表して，京都の魅力を観光客などにも発信するために，様々な
啓発活動を実施。

(3) 具体的には，学校で全市の小中学生に配布される情報誌「GoGo土曜塾」や「 あしたの
ために」の紙面上で大使自身が体験した様々な活動を通じて京都の魅力を紹介したり，
祇園祭や東山花灯路で観光マップの配布等のボランティア活動を行っている。

４ 平成20年度実施概要

コース 基礎コース 発展コース 名人コース 名人・大使発表

実施時期 20年 10月 20日～11月 7日 21年 1～2月 21年 6～7月

市立小５年生 学校受検，無料

市立小６年生 学校受検，無料

団体（私学等） 団体受検，有料

個人（他府県含む） 通信検定，有料

・発展コース

の受検者の

み受検可

・通信検定

・無料

・レポート選考に
より優秀者を「名
人」に認定
・名人の中から
「ジュニア京都
観光大使」を任命

５ 周辺地図

拡 大

清水焼団地会館（駐車場あり）

丈夫窯

公園


